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環
境
性
と
経
済
性
を
同
時
に
評
価
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
生
産
」

木
下 
研
究
室

現
代
社
会
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
）な

開
発
」
は
、「
将
来
の
世
代
が
自
ら
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能
力
を
損
な
う
こ
と

な
く
、
現
代
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
足

さ
せ
る
開
発
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。近
年
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
下
、
社
会
と
環
境
、
経
済

の
三
つ
の
側
面
か
ら
組
織
の
活
動
な
ど

を
評
価
す
る“
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ

ン
”
の
概
念
も
再
び
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
生
産
活
動
に
お
い
て
は
、
資

源
の
効
率
的
な
利
用
や
廃
棄
物
の
削

減
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
連
鎖
）

の
管
理
と
い
っ
た
環
境
へ
の
配
慮
と
、

経
済
合
理
性
を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か

が
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

経
営
工
学
の
一
領
域

経
営
工
学
の
領
域
に
お
い
て
、
環
境

配
慮
型
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
生
産
に
つ
い

て
研
究
す
る
木
下
雄
貴
准
教
授
は
、
数

理
最
適
化
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
機

械
学
習
の
手
法
を
用
い
て
、
幅
広
い
研

究
課
題
に
つ
い
て
環
境
性
と
経
済
性
を

同
時
に
評
価
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、「
コ
ス
ト
は
３
％
増

加
す
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
12
％
向

上
す
る
と
い
っ
た
生
産
シ
ス
テ
ム
設
計

を
考
究
し
て
い
る
」
と
木
下
准
教
授
は

説
明
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
低
炭
素
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
設

計
、
分
解
生
産
計
画
、
補
償
不
正
検
出

セ
ン
サ
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な
ど
の
研
究

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
設
計

一
つ
目
の
テ
ー
マ
で
は
、製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
環
境
負
荷
を
数
値
化
し
て
蓄
積

し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ベ
ン
ト
リ

（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て

二
酸
化
炭
素（
CO2
）量
を
算
出
し
、
各
国

の
カ
ー
ボ
ン
ポ
リ
シ
ー
や
CO2
排
出
量
、

材
料
・
調
達
コ
ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
、
国
を
ま
た
い
だ
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
設
計
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
）
に
向
け
、
各

国
が
炭
素
税
や
CO2
排
出
規
制
な
ど
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
炭
素
価
格

や
関
税
率
は
国
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を

勘
案
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、

企
業
が
ど
こ
の
国
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
か
ら
部
品
を
仕
入
れ
、

ど
の
場
所
に
工
場
を
建
設
し
、

ど
れ
く
ら
い
生
産
す
れ
ば
よ

い
か
と
い
っ
た
検
討
が
可
能

に
な
る
と
い
い
ま
す
。

数
理
計
画
の
手
法
を
使
い
、

CO2
排
出
量
と
生
産
コ
ス
ト
を

同
時
に
削
減
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
設
計
モ
デ
ル
を
開

発
で
き
れ
ば
、
企
業
が
数
十

年
先
を
見
越
し
た
工
場
の
新

設
計
画
な
ど
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
負

担
増
の
大
き
い
産
業
界
に
配
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慮
し
な
が
ら
、
炭
素
価
格
を
い
か
に
決

定
す
る
か
と
い
っ
た
政
策
の
検
討
に
も

生
か
せ
る
」
と
木
下
准
教
授
は
見
通
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
国
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
炭
素
税
や
関
税
、
コ
ス
ト

面
な
ど
複
数
の
条
件
を
満
た
し
な
が

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
設
計
を
行
う
研
究
は
ま
だ
少
な
い
そ

う
で
す
。

環
境
に
優
し
く
コ
ス
ト
は
安
く

二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
分
解
生
産
計
画

で
す
。
新
製
品
の
組
み
立
て
時
と
異
な

り
、
使
用
済
み
製
品
を
分
解
す
る
際
に

は
多
く
の「
不
確
実
性
」
を
伴
い
ま
す
。

例
え
ば
、
使
用
済
み
製
品
の
状
態
や
そ

の
種
類
、
部
品
の
回
収
個
数
や
使
わ
れ

て
い
る
材
料
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
分
解
の
方
法
も
、
再
組
み
立
て

や
部
品
リ
ユ
ー
ス
、
材
料
リ
サ
イ
ク

ル
、
廃
棄
な
ど
、
状
態
に
応
じ
て
異
な

る
処
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
再
製
造
品

に
お
い
て
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
期
間
が
終
了
し

て
い
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
に
脆
弱
性
が

あ
っ
た
り
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
に
お
い
て
、
木
下
准

教
授
は「
ど
の
使
用
済
み
製
品
を
何
個

分
解
す
る
と
、
環
境
に
最
も
優
し
く
、

産
計
画
モ
デ
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。
環

境
性
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
や
CO2
回
収
率
な

ど
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

中
古
品
の“
不
正
発
見
器
”
を
開

発
す
る

最
後
は
、
中
古
品
の
補
償
不
正
を
検

出
す
る
セ
ン
サ
Ａ
Ｉ
の
開
発
で
す
。
顧

客
に
加
え
、
修
理
会
社
や
部
品
供
給
会

社
、
保
険
会
社
な
ど
、
多
数
の
利
益
相

反
が
あ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ

る
中
古
品
の
製
造
工
程
に
お
い
て
は
、

故
意
に
損
傷
を
付
け
て
保
険
金
を
水
増

し
請
求
し
た
り
す
る
修
理
不
正
や
、
虚

偽
の
請
求
を
行
っ
た
り
す
る
顧
客
不
正

が
起
こ
り
得
ま
す
。

木
下
准
教
授
は
、
セ
ン
サ
と
機
械
学

習
で
補
償
不
正
を
検
知
す
る
技
術
を
開

発
し
、
特
許
を
出
願
し
ま
し
た
。
偶
発

的
な
事
故
に
よ
る
損
傷
と
、
故
意
の
損

傷
と
で
は
、
中
古
品
に
加
わ
る
衝
撃
が

異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
定
の

下
、
両
ケ
ー
ス
に
お
け
る
加
速
度
デ
ー

タ
を
取
得
し
、
機
械
学
習
で
そ
の
デ
ー

タ
を
判
別
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。現

在
は
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
車
に
加

速
度
セ
ン
サ
を
取
り
付
け
て
実
験
し
、

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
上
で
、
ま
ず
は
概

念
の
実
証
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
い
ず
れ
は「
セ
ン
サ
と
機
械
学
習

に
よ
る
こ
の
技
術
で『
不
正
発
見
器
』を

開
発
し
、
中
古
品
の
補
償
不
正
の
防
止

に
つ
な
げ
た
い
」
と
木
下
准
教
授
は
考

え
て
い
ま
す
。

�

【
取
材
・
文
＝
藤
木
信
穂
】

ま
た
コ
ス
ト
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
か
」

と
の
観
点
か
ら
、
線
形
物
理
的
計
画
法

（
Ｌ
Ｐ
Ｐ
）を
用
い
て
、
不
確
実
性
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を
考
慮
し
た
分
解
生


